Mutter Land
2～６人　10歳以上

イントロダクション
我々の祖国はどこにあるのだろう？　我々の手で作らなければならない！
70のナットを使用して、毎回異なる祖国を作ることができる。そこには30個のマーブルが定住し、ナットタワーが建設されている。一番初めに塔の4階にたどり着いた者がナットランドの女王です。
コンポーネント
70
ナット

30
マーブル

ゲームの目的
ナットランドを作った後、相手のマーブルを置く。ナットタワーを作るためにマーブルやナットを動かし、いち早く４Ｆに辿りつく事が目的。
	人数
	必要タワー数

	2
	3

	3
	2

	4+
	1


ナットランドの建設
全てのナットを陸続きでナットランドを全員で構築していく。
どんな形でも構わない。毎回形は異なるでしょう。湖や半島を作っても良い。

マーブルを置く
プレイヤーは自分の色を選択する。
６人：３つ

５人：４つ

４人以下：全部

各プレイヤーは手番に自分の右隣の人のマーブルを置く。
マーブルはボードの外周に置く。当然、相手のマーブルは辺鄙なところに置こうとします。
よって、同じ色のマーブルを隣接するところに置くのは避けるべきです。

●
他人のマーブルを置くのに適しています。ここは開発が難しい。
○　他の色のマーブルと一緒に置くのでなければ、他人のマーブルを置くのには適していない。ここは開発に適しています。

 eq \o\ac(○,X)  開発に最適。よって他人のマーブルを置くのは悪手です。
開発に適しているかどうかは、如何に早く建設可能なナットを得られるかによります。
建設可であるためにナットは少なくとも３つのフリーな辺を持ち、自分のマーブルの１つと隣接していなければならない。フリーとは、隣接するところにナットもマーブルも無い状態を言う。
地上にあるナットにとっては、ボードの端の出っ張ったところが該当します。２階にあるナットにとっては、ほとんどがフリー状態といえるでしょう。
時計回りに全てのマーブルを置くまで続ける。その後、ゲームを開始する。

マーブルの移動とタワー建築
スタートプレイヤーから時計回りに行う。プレイヤーは自分のマーブルしか移動できない。移動は１マスか自分のチェインを超えて移動。移動先に相手のマーブルがある場合、押すことができる（後述）。
訳者注：チェインは自分の連続したマーブルの集合体で、自分のマーブルがチェイン内にある場合、そのチェインに隣接するナットに移動できる。また手番には自分のマーブルを全て移動できる（しなくても良い）。
次に、自分のマーブルのどれかに隣接している建築可能なナットを手番に１つだけ、そのマーブルに隣接するところか、自分のチェインに隣接する別のナットの上に置く事ができる。
建築可能なナットとは、他のナットと境界を接していない辺が３つ以上あるナットです。
訳者注：１階にあるナットは、ボードの端にあり、出っ張っているナットが対象になります（断崖絶壁の辺が必要なため）。２階以降にあるナットは、ほぼ間違いなく移動できます。マーブルが乗っているナットは移動できない。また、マーブルが乗っているナットの上にナットを移動する事はできない。
ナットの移動は２番目のアクションであり、ナットの移動後、マーブルは移動できない。
ナットはマーブルさえ乗っていなければ、どの階としてでも積むことができる。マーブル移動時、移動中の段差が各１階分であれば、昇降できる。自分のマーブルを自らボード外に移動させる事はできない。
上記スケッチを参照して下さい。手番はマーブル移動→ナット移動です。真ん中の図は、マーブル移動後の状態です。
訳者注：右端の図は、マーブル移動後のタワー建築を表しています。何故か上下逆になってますが・・・。
可能な移動と不可能な移動：
１階ずつ上っていくのはＯＫですが、一気に２階以上登る事はＮＧです。
イラストの説明（マーブルチェインの効果）：

1 Aはマーブル移動とナットの移動

2 BはCを飛び越え（３階に移動）、Ｄはナット移動。

3 FはEを飛び越え、Gは（2階の）ナットを取り、そのFを通過してナットを置く。
マーブルを押す

相手のマーブルを押すことができるのは、押されたマーブルの後ろが同階の空いているマスか、下の階か断崖の場合に限ります。ボード外に出されたマーブルのオーナーは、ボード内にマーブルを戻したければプレイヤーを指定し、ボードの端の１階のどこかにマーブルを置いてもらう。駒を落としたプレイヤーのマーブル移動はこれで終了となる。但し、ナット移動は可能。他のマーブルのいる場所や上の階
に押し込む事はできない。
２００7年4月10日 訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)









